
号品
骨
M
U

話
一2

電
口

の
日
銀
船

隊
、
引
育
情

調
口
数
ぽ

底
部
。
室
隷

警
8

役
務

!
も
2

勤
殺

T
-

霊
祭
謀

草
且
党
勢

卒
事
秘

口

ロ 284019' 臼 849 口 277 口 11
振興諜 土木諜 庶務課 衛生課消防署
瞥祭事務局'建築諜議曾事務烏

巳主重要襲警Z王革委 口 7.267
員脅事務局 警察饗

月一殴後

蓮華行所
卒 1塚市弘報委農舎

平草壁lP新宿 41 8 番地

委員舎事務局卒塚市役所庶務課内
電話 849 番

印刷所井上印刷続

行幸辛

場ぢ}後跨校務三校休と問しがるをつ月竺夫竺寧に警や己ま正安つ脊っすの巴す砂ん砂でののるり慈さど締までつ

説書写iji;語言trigiiiz;iiト;F55E説。む e;宅2512:;?を i計三
も火やゆ二坪鑓小坪とは金 il" やしし各十実了遜りた寵議l1i とま者魚肉 行程 いあで花俄とと雨。そさや沈 今
月3 葬っく春、一率、し併のま王 めたユ仁左畏人主主じ路島守1"11 電所役 へて役主と各 く原 てれど水没プしが 設し親了 が
議場てか 3主演;0 校 1E てり枠年 まのを校づ救帯1I.ïíまを)3!;"i雪、所 隠 ν 所た感 滋小 I主主とう台数本て降 もて成{Ë さ

主モ 222 喜そ E 京宍主主喜左手?員長吉智之守芸暮霊喜 3222 誇 管室 量 7 5霊訪れ ZZ24 ネ
あ塵ずか f1'校太八学祭んま重量 。がさ隠い入売号、まにへ協察 漆てヘナ京 事?と 路整訟のす荷た水 かいもの の
り芥。、で三洋書F 校幸子がら定 基輩、んにまヂミせ衡す照向や 終厚lIì 。門 設、 じ地り主蓋 O~ 火の な。ら俗 骨子

手雪 2 宅自主記長率ぷ量全委雪量tE持品そ誉E35塁管坊主主主意志雲E 設 2内需
議 議案昭議十算月がぴ tま三昭 i 一一一一一一一一一一一一一一一一一平一l魔法苦得総童文しそ皐国

給祭給ぴ築ど和食六決二あ功、}']手n I --<"~ ，_~_ ,,-. .t.~ _F_~ _...  r .L3l:. ~ tl... ~ .6.....!J>.._ .d._ _ ...... I 雲寺'同誌か的てれ校を
興策傍受第お二を日算十り役甘f 二二務齢 i 委役の機次つる大様毒事失ふ合合昨 広監掃の職せな院をの各
俊二例府ーり十関雨特五、の長十十襲撃霊 i 員拶委践のだこ衆 iこは敗云 iとは年 I 営 i前面下、きみ官官戸
例号の務号決五舎愛 ~IJ 8 二議の乙五場噌喝 i 諸~員に委さとのも了も誇バ径四 骨肉 i済品入品さよ、てへへ
の悶定年し時一時市百年金像 i 殺引閥抗引っ成でト期月 期 iが治放いい破、開
設両主主五高品開説話轟 i も上威砕い意れた功はンー十 議接待@鯖2でT
It: ltì つび雨。算案合話間体議針舎算 :":"1 永げ議I こがま識が、つもなを年一 昔鰐習い賓有意 見でくた?二

三誌は謀長5仁認知す審議出品目均読行 i;日 1 7iz 孝善計 ;IR
t驚 221主主雪F欝|襲。品開ztJ32象; /¥ I宮崎需主要玲
品手私妻てdd料放料れ妻 i 品上手富主と聖45f41去員つ| 計官立主主義2都議ぞ
苦言受ま雪@話実習室町諮問そも|事 52? 日明日警官主;ぃ i zt賠室長信号目前 E 長 5
5?;t:zt;iZ自;五輪!警ょ25CZ事:担問 τi;55t13民11;i詩話
て問時間同改及匂同 i し ト治 効 h の的果ゃっ新弘康 i 秘い室長るて共俗、時和うし北様方
@定市に市 改 m lt:市[疋び死 11;1亡討j I た 」限な 呆よ集 iこす1f: tこ選報~ I 書主主主号ょにい騒の近し議こなくすの公
俊車産つ職 TE 火つ放に遺亡吏つ自殺 jυ の年交 は 4 い出丈議、と委委 i 識す該ちつる休方時、ー十主主はる後共
例主主い具 に若手い費つ族給喜い長 i 御皮流 めなでるので云員長昇 j よ。議院注寺慈の法受賞宝石庭二見とよ勤圏
〉遜て 5さ つ場て交い扶奨退て給 I .. ~ ~." ..~ .. -_... .. 'rr I 1) 者主主も伊j 行に主主じの、年主とれうを体

一職。数 い使。給て助金際。爽 i I はが法が政よ該禁致!車主主長じな促 0)

拾のでが腕 音信 間 三二 一左側とや震認議議議議議 議

ド玲霊雪地襲警宮路湾ぷ 2霊品む22長王手坊主主方議長壁ニ許認持臨時務務時読
し地、的方十韓親まこが合又燃す稼総務肉体衆伎え分場 でまし議々曾附時間牧-I:iI ZiJー塚ー険ー費一。牧、:JL

;5222i韓首ヲ立長詩話紅店長ドヨヨへ喜 @iE2595時ドドドF253;
孝三討持経 お空襲読ま2吉 25 震をお霊長 244 轄塁手塁手三時間関三官史認童
話住民鶏 じ;311;EF軒?号待 ;2311iE之官 iizi151123
徴時ずの告i て いのいず目置 さあはい議は。か白書事官官 のをと主と 量主将1f-閥賦歳年年火地つ拳授

開詰問す主将転出町計22砧Zi住 本誌幻同特苦手引語52 託会護軍議事JEFE
終日時刊誌詰;議官 :221露店会開 塚益事場芸品開空 22Jお臨553空間持品開
?2芸持率ぷ是主主て15袋詰誇52k雲寺ド総工謀議中野Z占雲裏取長時 fZZ 告書 tf苦吟守護 3 雲兵器
主 225議よ主警日主主義語 Z 与 Z警芸雲?王手票号事詩書 iこ手 22S塁 E 議 TZ驚警長;品延長震 t 望室雲君主す主吟
民翼手持釘出必お必幻草王将官王手#文鰻完 42主君 Z T 右手棋封印語言語護持理手 f聖書
にすの成か首ì r: 予もす商場周五議ご千り万六皮六たん八昂築..p.診らも遅れ御ナの牧はで中の延カ11 綾を期削まfij' Jidこる校
抑制けのは定改。筏や関 OÑÊÍ 士!とま帥，--... tci 0 11ミ年百 賎抑制-1 'f- "'i.' を、れで腕まれ法殺し資抑制
成で大しず皆芸誌で修近約倉に綴の隻です使三二五二 C' Ë藍六 ，~匂)駁稔等し元向、延 f去り Tおもす、しすがが以てに々で王立加

;;iiii同 i損!哲;;;i計! 塁|h?詩PU; く i詰i見叫f品i長ii i話; 副計宅詰;弓;i:間Z訟出t日?f日i埼詰 ;ii
;長;i詩詰!詰i詰i羽f問民|ii討卦1諸措i皆誤;詰記;立i出i弘i持簿問雪到部|作1持r2r窓 静 g伊長許容誇巧咋Tγ民1γ?γれ認111;碍i1iA ;;日i日i4牢;rモ1;i主;1主; 審ιji詰; 
i詰指き長与 e出i詰E 撃同|計開き堵明E軽野:詐搾雪時唱:詰i謡毒 i出:討2 i ii iR2 52引露出i2 23 i5 5 325 
0占禁42手〕 注dZT る門 ょ 間 役目騒い合 l時五手警は均一向島

長官寺む警 2で農芸語通25 宅雲技量芸立言で票主主話室会宮警雲若宮義喜 (52 喜 2護主議日露 2h きす;喜左手三 Z 語
らぶしな恥とし効交雪@に り良のむふをも危なの苓で傍取るをのも理。政資ドえ柴山ま名し洲一一公らう殴のつ主

てなってく何のな果滋つ 民 ?こ心さベ壱言給いい撃であにち作切予 2主主主 題詩=いくまくよるりのでの公と主1 !議ぬ特区公て毎
五いかも、よ施いが ξO 三主 いのげくこへ様。のがなる主主と文芸室算いも そ7\どJ蕊ずにい。が芸雲市た闘しだ多重言、の関努虚
凶@る慰弊り行と上主主 O 室 、さすもれば、 かさいなら訟ですで。モ ー七思様。よ主車 ど集へいでて互命方図もが見扇
五 例つ号事大者三云らつ一 義 亦げみたであ王奈 川つ号事らぬるはる最 れ 11i い的殊〈絡 うを取公催 i量打ののつ芸者出感白

とたか事縫え友て の そすよいはれも 出ば 7宮市綴。市@も だ 主主問まじに行を たし出国しハ越事ーたの来裁く

;設立iii iii;; 。12224iE51 i i giifi?5日民izz;註i15
2 長AZ 憲主雲すき 222管室長 rzL; 認会 E 苦言)買建宮22 詰 JT2五主主 322 完手葬

告

(
第
四
国
)

皇居

森
笑
久
祭
V



ロ

テ

の
倫
ほ
件
付

年
令
は
十
殴
才
か
ら
六
十
一
才
一
市
役
所
の
衛
生
斑
は
と
越
知
が
平
塚
市
長
名
に
て
後
行
会

ー
けi
i
}ま
で
、
職
業
は
一
業
に
努
力
致
し
て
開
店
り
ま
す
が
、
一
れ
て
開
店
り
ま
す
が
も
そ
の
期
認
も

い
一
いi
一
八C
一
名
中
無
一
皆
絞
め
御
協
力
を
得
て
、
よ
れ
ニ
一
絞
遜
し
て
底

b

ま
す
が
、
未
H
h約

二
六
八
一
般
一
一
五
二
、
学
一
磨
き
れ
い
た
、
卒
塚
市
に
し
た
い
一
付
さ
れ
な
い
方
は
至
念
納
入
し
て

i
i
i

一
生
一
回
八
、
舎
一
と
思
い
ま
す
。

K
M互
の
手
で
円
哉
の
一
下
奇
い
刷
、

四
七
一
散
員
一O二
、
一
趨
り
を
掃
除
し
た
だ
け
で
も
苓
塚
一
叉
耕
作
し
て
震
で
も
、
利
の
遜
知

l
J
!っ
工
員
閥
六
等
が
一
市
は
見
違
え
る
程
清
潔
に
な
り
ま
一
審
問
も
受
取
っ
て
溶
な
い
方
神
件
、
農

!
l
M一
め
ぼ
し
く
‘
役
一
文

e

不
潔
な
家
庭
か
ら
は
必
守
山
約
一
地
委
員
舎
の
事
務
所
ま
で
そ
の
中

思
六
一
刻
で
は
女
が
洋
一
人
が
山
山
て
、
私
一
巡
の
生
活
に
一
階
い
一
郎
を
し
て
下
苫
い

e

市
出
の
な
い

i
i
L
裁
の
全
員
七
回
一
影
を
投
げ
か
け
ま
ず
@
恐
ろ
し
い
一
方
は
自
分
の
穣
利
(
耕
作
楼
〉
乞

一
六
七
一
珠
算
簿
訟
の
九
一
倖
染
病
左
媒
介
す
る
駁
も
闘
地
、
蚊
一
主
張
さ
れ
な
い

4
4と
し
て
い
蕗
滋
致

i
H
U
一
五
英
語
の
七O
一
躍
す
を
緩
徐
ず
る
の
も
今
が
一
一
帯
よ
一
ナ
事
が
あ
り
ま
す
@
由
良
牧
さ
れ
た

i
川
出
な
ど
が
傾
向
を
一
い
季
節
で
す
。
今
年
と
そ
家
庭
で
一
農
地
が
ま
だ
地
主
の
所
有
農
地
か

七
二
一
示
し
て
開
店
る
一
時
職
場
で
簡
単
校
で
清
掃

B

務
潔
、
健
一
判
明
し
な
い
持
は
も
農
地
委
員
舎

-
世
間
主
義
で
抽
出
み
ま
し
上
う
。
一
事
務
所
へ
縄
問
合
せ
下
さ
い
。

五
一
一
も
向
抵
の
綴
除
ば
益
出
闘
い
地
域
二
ハ
卒
塚
ぃ
巾
島
出
品
川
委
員
品
判
事
務
所
》

郁H
じ
行
え
ば
非
常
に
効
果
的
で
一

て
一
文
化
切
手
の
設
費

希
内
主
者
に
は
侮
開
山
出
制
時
で
殺

m
m，
嗣
附
一
日
本
文
化
じ
偉
大
な
貢
献
の
あ
っ

ア
シ

y

ー
を
無
償
で
品
品
川
上
げ
ま
一
た
、
科
象
者
、
文
学
者
、
察
術
家

す
。
一
一
等
、
文
犯
人
の
功
左
た

tふ
え
る
と

つ
鰯
の
駁
除
以
、
今
一
区
制
糊
ま
一
共
に
、
そ
の
功
績
を
畑
山
び
平
和
白

殺
せ
ば
夏
の
十
万
切
に
も
辺
敵
一
本
建
設
の
一
坊
に
し
た
析
と
い
ふ

し
ま
す
。
一
郵
政
省
の
金
額
に
よ
る
宵
像
切
手

て
蚊
の
騒
除
除
、
今
か
ら
水
溶
一
文
化
刷
出
字
が
順
順
次
議
行
さ
れ
て
い

り
も
な
く
ど
ぶ
浅
い
を
す
れ
ば
一
ま
す
@
第
一
一
胞
は
野
口
英
世
、
第

支
に
な
っ
て
も
蚊
綬
わ
い
り
ま
一
二
回
が
税
制
仲
議
官
、
喰
今
第
三
郎
い

せ
ん
。
ハ
衛
生
議
)
一
は
坊
ち
ゃ
ん
で
お
な
じ
み
の
深
い

夏
民
激
石
が
抽
出
行
さ
れ
て

i 号

議長

等学そ春は 1E
学校の日間水
校、他野月小えあ捻給ぺ必培学奨のよ
も江浅<þ五塁塁のり 7; 来〈塁lilJP t'えし皆り
陽岳製自校約ま円、ヱかに共て様媛
中中校 及入ずに太事らよ新農の失
学号室は び類。て2f-の入。入り御し
校校凶 主義際 落奥入学、事ま努た

事 li 警は 札業主L'親そ見ナカ
高太ト 小 五見株主とまの主震がに各
i浜洋五 学 在式致で抗生、よ要事
局中日 校 調脅しに、従本り校

4. 3. 2. 1.二
イ イ ロ イ、でが舎答展il:ま藍

F宇 罪主 艇身通うで憲主主とを主と
症他言語た際解じチ雨力丹k税 -0) 'f 爾 1.l休り骨折時克重苦行
丹V， そ言寄機も容でおメエ平悼の力限 e で限除障まる活 E泣かい
のの機能のできい 1 0ワ害問がが 症の客等すよ勤し自もの
問答能待。、なでト~;~ :;主 O 失 欣統 の e うに・ら身た
主主しの主宰 主E い :ff Jレ力 し、 ßJj <ﾐ jJ 総 じ参す主主体め
しい薬 J\，~程滋以が た六し r"'lが 主封 切輿みん障に
7岩崎失 の度の J二問 も以‘ 主主 O めずやで答必
も害、 前!以認の十 の下他 し' るるかそ者夜L
のでそ 主主上が fifi セ 。で娘たー たとにののな
。‘の しの了帯住ン 症のも以 めと針障編[ i景

戸く罪事あ化ぬの勤の妻子と十校tL二
塚、議つに上一苦手たきの日し磁丹
、八をとた役に時かめた成をた中二

fi? 。;自主著ii23El 議詩拝者;ザ♂ih認証詰igitiEU自23計i詰
??2;;iatiEii?言 赤五店詩句iF持 1i;ii詰igiEfii患者手??EF
ら遠洋 が情己人でぶたげもし小 も寝言動ん のあ 怪が 箆が でをって又もめした及の足醤 能のく失はも足鈴

EiZ822?iRJ13 者 ZIr民 53i;ii;;;51164??; 主1if慌
たり兇円十在日うこれき科人づた一一一一一一一1iー1m一一---一一一一τ

iiii:明日間iili時 ii;;!?i!iiiiiTi5iiiiiziZ2im葉 33
?i明記;iiii1i害地主昔話ii謀長!日々駐車!??iiiiiF
M訂託行FZZιz て 観 結言E2警告者俳誌妥書122Z工会長害、認 3
長士会 25TJ害警完 ER 号霊ぞ 議室?露22議長号室警官君事丈霊長百害 音壁2
7辛パ及ーのは市 詰立 御室君主いる言干し禄約書雪今僚主主 E民自店る含つ二
中ス中五寄多、r'9日J i主急:なよと王百てに扱業後業お H 蛍締襟むてJj
でを地三子い lH 告と ノ可A:主 主主言午るうとのはつ主主及皇室共米でJiJf三記〉行二
あ i母方と挙民主:\i .，_可 原田百r~ 特正取 l孫とにび:x他検絡に十取喫れ十
りす事致との炉1 スの い巾苦n にな治のめ蚤街 t金主主主設，'!l七締茶ヂピー
近 õr 務しイ子皆す η1 口 ハた務規無る叉拘る点主主主王合 1山改頭車干の 1;1-; 、日
くく pJf まじ絞る ν.J' lJ'，r λ主;，. 2f-いの )g 言干のは示がを不をむ締普をに結を欽よ
間関 F討しまにパユc!:. jtfすの 様@三子が可で祭じも産主良行、ノハをど求:l'iHl~第食り
遜係廷です主~ 7，、百τ 主点i た保 線あ俊二業 1芯怒そ J~i いに来事詰めし'一応ー
の方の洛。しの一線め健 日業翠如、質餓@針子台啓三衛釘ハ遡
見磁路 j学うも f却な i雨j"' 日 間 取の者憾 If 、者その無し裂し夫月主主象露間
込と綴方づ耳、い昼時.& t_ ..._, るではーのを苦去にの徽 ~f て 12ょた々十不じ 1主に
で交に留第便事 主宰も農をなす業主J 一氏可は、 0)拐三良すを主主

一 一下向ま験く皆{亡人けやたた内失筏保とる失 撤回ì!ï
ものに、さ、しにもさ昔日にJfz 不けら職業と険が方主主 美丹氏
絡も再生いえ大よ f結保ん晃司迷る疋れ もさ事の 1~1 金丘i が保 ι イ七二の
H:ß の職。のうえ険、が惑と等 iま必に~出の来様臣室 よ王子選十皆
吉三、!1{ と。て金時1 泌を‘になや主定が婆る fiJ'金 〆ゆ動三綴
交叉 Iま と 、を:る liJ か "rE 上旬営る期必求も ξ は ぎ去を日
けは先 l'C 努受くさけ常つま所牧関空g:~まのし、 耳官室主ま関
て所、全 寮 {動け・れ、加でぜ傑入中で~でて受 JD 方面で月
下絡に ね 力、清まそ様保ん険が就ずめあ姿給 '1示致全十
さの言巳 て を明くすの和j 露首。係あ 1及。らり求愛 持久し展望七
い安紋 斜; 培日、。人主金叉にりし れます絡廿綬富士約目
。定さ 段 幸喜の IE 向持tr:: ~'字詰1 また たずるの 3室内留すによ
見守れ 1:窓 し就し 身つ受歎Iflしり f 0 こあ'i，i，. ~ 0 清り

幾 百 一一一一
土也 一手~ ら朕介、失訪、を、らるり、共
ヨE 認主!Mr ~れ叉先自主主 f渇必聖書必ヨミ方、受の
H '~I 官会 2f'るはを臼~f?，及要liQ婆念 Eと内給ill'
曾 1'f.宗主 塚」工係主E の定びと主主に :t"， 万職者御
。〉 γτ.1. 公正険否牧の近認しよ知i 一等の時i
主主 し E也共が金す入宮司隣めまりら皇室で内出

主皆てを撃す228宣言?て塁手習受五 Z
で爾隷醇 安ま芸霊‘討i 致滋き 日され喜とにい
、に iそれ/口 定すを給叉 L には ゃいま得毅j
資占える 所。命f.t 畏ま飽号長時。してめ
耳寄り V じ制釈すい長室 fitl tr.居た

曾学て打いとにどるしじり卒金王室!士事とし電lì'f' .......t1 下い化み
で校ゆ良ととよん2f-て御会綴磁行そ j~ jと気年古書}与さる的で
すのきいころく主主塚お参般郵主とれ政 Oj滋六応かいも 2まな
イnf 最主た毒者ろは緩と垂E り綴を便婆訟を詑垂H言Jjを壬 。の善幸く
卒脅い様は御てと便まを開局長奇念記念政傘、言己 ぺC を
御科とのゐ t主い主と局すね放ででス;念日各の主主;よ るもそ
参の J思2f' i主主またしの。がしは行タににで二信 -J ì:!J\ るつの
観勉つ塚めをだてf:t皆うてもいンし制はつ省自 とて星電
下強て郵ねねいい事様よ ffï è:まプ認定今じが， 、 と主主の
さにい便ががてるとのう民のすの念し月わ郵ニE盟 主行思
いよま局つい‘かは局おの認。押切、二か政十 御さ想
しずとて、怒皆?で待皆主誌な捺手営十れ笥自月 認れ'

。しよ災い機体るち様務お喜との自認ま 、一一一 J 議て

一
十
四
年
度
の
鶴
湾
、
締
幼
一
品
開
御
参
考
ま
で
に
、
骨
髄
日
入
札
に

事
業
一
参
加
さ
れ
た
業
者
の
方
及
‘
び
数
童

市
立
一
は
左
の
諮
り
で
す
@

今
井
家
兵
製
作
所
、
木
村
製
作

所
E

丸
餐
木
工
時
間
、
天
龍
ヱ
婆

株
式
含
位
、
千
代
田
同
産
業
株
式

品
皆
殺
事
太
平
興
業
株
式
会
紋

机
一
一

O
ク

椅
子
二
二
O
ク

机
二
七

O
ク

椅
子
一
一
七O
ク

高
等
学
校
の
部
机
一
八
O
タ

精
子
一
八
O
ク

〈
曾
許
認
)

ホチヌ

え

J!〆


